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(57)【要約】
【課題】自動車の車室内の換気口や空調空気の吹出口に
使用されるレジスタに関し、吹き出される空調空気の風
向の調整機能を損なうことなく小型化可能なレジスタを
提供する。
【解決手段】レジスタ１は、リテーナ１０と、フィンユ
ニット５０とを有しており、送風ダクトＤからの空調空
気を、送風開口２６から吹き出し得る。フィンユニット
５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５
２とを有しており、リテーナ１０内部において、回動軸
５３を中心として回動可能に配設されている。複数の円
環フィン５１は、円環状の平板によって構成されており
、傾斜角度αが当該円環フィン５１の周方向における位
置に応じて異なっている。複数の垂直フィン５２は、上
下方向に沿って直線状に伸びる平板状に形成され、基準
線Ｓに対する交差角度βが前記円環フィン５１における
周方向の位置に応じて異なっている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調空気が送風されるダクトと接続される接続部と、前記接続部に対して所定寸法離間
した位置で対向する対向壁と、前記接続部と前記対向壁との間を接続するように形成され
、前記ダクトからの空調空気を吹き出し可能な送風開口を有する側壁部と、を有して構成
されるリテーナと、
　前記リテーナの内部において、前記接続部から前記対向壁に向かう第１方向に伸びる回
動軸を中心として回動可能に配設され、前記送風開口から吹き出される空調空気の風向を
調整する為のフィンユニットと、を有し、
　前記フィンユニットは、
　　前記回動軸上を中心とする円環状の平板によって構成され、前記第１方向に間隔を隔
てて配置される複数の第１フィンと、
　　前記第１方向に沿って直線状に伸びるように形成され、前記第１フィンにおける周方
向に所定間隔を隔てて配置される複数の第２フィンと、を有して構成されており、
　前記第１フィンは、
　　前記第１方向に関する前記第１フィンにおける平板の傾斜角度が当該第１フィンの周
方向における位置に応じて異なるように形成されており、
　前記第２フィンは、
　　当該第２フィンにおける内径側の端縁と前記回動軸とを結んだ基準に対して、当該第
２フィンの平板が交差する交差角度が前記第１フィンにおける周方向の位置に応じて異な
るように形成されている
ことを特徴とするレジスタ。
【請求項２】
　前記フィンユニットは、
　　当該フィンユニットの外周部の一部に配設され、前記レジスタの側壁部における送風
開口を閉塞可能なシャッター部を有する
ことを特徴とする請求項１に記載のレジスタ。
【請求項３】
　前記フィンユニットは、
　　前記リテーナの内部において当該フィンユニットを回動させる為の操作部を、当該フ
ィンユニットの外周部に有する
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のレジスタ。
【請求項４】
　空調空気が送風されるダクトと接続される接続部と、前記接続部に対して所定寸法離間
した位置で対向する対向壁と、前記接続部と前記対向壁との間を接続するように形成され
、前記ダクトからの空調空気を吹き出し可能な送風開口を有する側壁部と、を有して構成
されるリテーナと、
　前記リテーナの内部において、前記接続部から前記対向壁に向かう第１方向に伸びる回
動軸を中心として回動可能に配設され、前記送風開口から吹き出される空調空気の風向を
調整する為のフィンユニットと、を有し、
　前記フィンユニットは、
　　前記回動軸上を中心とする円環状の平板によって構成され、前記第１方向に間隔を隔
てて配置される複数の第１フィンと、
　　前記第１方向に沿って直線状に伸びるように形成され、前記第１フィンにおける周方
向に所定間隔を隔てて配置される複数の第２フィンと、を有して構成されており、
　前記第１フィンは、
　　前記第１方向に関する前記第１フィンにおける平板の傾斜角度が当該第１フィンの周
方向における位置に応じて異なるように形成されている
ことを特徴とするレジスタ。
【請求項５】
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　空調空気が送風されるダクトと接続される接続部と、前記接続部に対して所定寸法離間
した位置で対向する対向壁と、前記接続部と前記対向壁との間を接続するように形成され
、前記ダクトからの空調空気を吹き出し可能な送風開口を有する側壁部と、を有して構成
されるリテーナと、
　前記リテーナの内部において、前記接続部から前記対向壁に向かう第１方向に伸びる回
動軸を中心として回動可能に配設され、前記送風開口から吹き出される空調空気の風向を
調整する為のフィンユニットと、を有し、
　前記フィンユニットは、
　　前記回動軸上を中心とする円環状の平板によって構成され、前記第１方向に間隔を隔
てて配置される複数の第１フィンと、
　　前記第１方向に沿って直線状に伸びるように形成され、前記第１フィンにおける周方
向に所定間隔を隔てて配置される複数の第２フィンと、を有して構成されており、
　前記第２フィンは、
　　当該第２フィンにおける内径側の端縁と前記回動軸とを結んだ基準に対して、当該第
２フィンの平板が交差する交差角度が前記第１フィンにおける周方向の位置に応じて異な
るように形成されている
ことを特徴とするレジスタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車の車室内の換気口や空調空気の吹出口に使用されるレジスタに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、レジスタは、自動車等の室内の環境を調整することを目的として、車室内へ供給
される冷暖房用の空調空気等の風向を調整可能に構成されている。このようなレジスタに
関する発明として、特許文献１や特許文献２に記載された発明が知られている。
【０００３】
　特許文献１に記載された空気吹出装置は、空調空気の流路を構成する中空柱状部と、左
右方向に沿った軸を中心として回動可能に配設された複数の前方風向調整板と、上下方向
に沿った軸を中心として回動可能に配設された複数の後方風向調整板と、前記前方風向調
整板及び前記後方風向調整板を回動操作する為の風向調整板操作ノブとを有して構成され
ている。当該空気吹出装置によれば、風向調整板操作ノブをもって、流路内における前記
前方風向調整板及び前記後方風向調整板の姿勢を調整することによって、所望の風向に調
整することが可能である。
【０００４】
　又、特許文献２に記載された風向変換装置は、筐体の吹出し部に沿って伸び、回転自在
に支持された回転軸と、当該回転軸に対して軸方向に対して傾斜した状態で軸装された複
数のフィンとを有して構成されている。当該風向変換装置は、回転軸と共に複数のフィン
を回転させることで、複数のフィンの姿勢を変化させて、吹出し部から車室内に吹き出さ
れる空調空気の風向を連続的に調整することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－０７９３７４号公報
【特許文献２】特開２００３－３１２２４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、近年の自動車においては、自動車の車体に対して、車室（居室スペース）が占
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める割合が大きくなってきており、空調装置及びレジスタの配設スペースが制限される傾
向にある。又、車室内においても、自動車のダッシュボード等の内装及びその周辺の美観
の向上等の観点から、レジスタ等の配設スペースが制限される傾向にある。これらの状況
に鑑み、レジスタによる空調空気の風向の調整機能を損なうことなく、できるかぎり、レ
ジスタを小型化することが望まれている。
【０００７】
　この点、特許文献１に記載された空気吹出装置によれば、前方風向調整板及び後方風向
調整板を回動操作することによって、当該空気吹出装置から吹き出される空調空気の風向
及び流量を、所望の態様に調整している。このような構成の空気吹出装置全体を単純に小
型化しようとすると、必然的に、前方風向調整板及び後方風向調整板も小さくなってしま
う為、レジスタによる空調空気の風向の調整機能を損なってしまう。
【０００８】
　そして、特許文献２に記載された風向変換装置によれば、軸方向に対して傾斜した状態
で複数のフィンが取り付けられた回転軸を回転させて、複数のフィンの姿勢を変更するこ
とで、吹出口から吹き出される空調空気の風向を、吹出口の上下方向及び左右方向へ調整
している。そして、当該風向変換装置によれば、上述した特許文献１のような前方風向調
整板及び、後方風向調整板を必要としないので、装置の小型化が可能である。しかしなが
ら、特許文献２に記載された風向変換装置においては、軸方向に対して傾斜した状態で複
数のフィンが取り付けられた回転軸を回転させる構成の為、複数のフィンの姿勢に一定の
規則性が生じてしまう。更に、当該複数のフィンの姿勢が、吹出口に対する上下方向及び
左右方向への風向に影響を及ぼす為、フィンの姿勢の規則性に連動して、吹出口から或る
特定の方向に空気を吹き出すことが困難な場合が生じ得る。
【０００９】
　本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、自動車の車室内の換
気口や空調空気の吹出口に使用されるレジスタに関し、吹き出される空調空気の風向の調
整機能を損なうことなく小型化可能なレジスタを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成するため、請求項１に係るレジスタは、空調空気が送風されるダクトと
接続される接続部と、前記接続部に対して所定寸法離間した位置で対向する対向壁と、前
記接続部と前記対向壁との間を接続するように形成され、前記ダクトからの空調空気を吹
き出し可能な送風開口を有する側壁部と、を有して構成されるリテーナと、前記リテーナ
の内部において、前記接続部から前記対向壁に向かう第１方向に伸びる回動軸を中心とし
て回動可能に配設され、前記送風開口から吹き出される空調空気の風向を調整する為のフ
ィンユニットと、を有し、前記フィンユニットは、前記回動軸上を中心とする円環状の平
板によって構成され、前記第１方向に間隔を隔てて配置される複数の第１フィンと、前記
第１方向に沿って直線状に伸びるように形成され、前記第１フィンにおける周方向に所定
間隔を隔てて配置される複数の第２フィンと、を有して構成されており、前記第１フィン
は、前記第１方向に関する前記第１フィンにおける平板の傾斜角度が当該第１フィンの周
方向における位置に応じて異なるように形成されており、前記第２フィンは、当該第２フ
ィンにおける内径側の端縁と前記回動軸とを結んだ基準に対して、当該第２フィンの平板
が交差する交差角度が前記第１フィンにおける周方向の位置に応じて異なるように形成さ
れていることを特徴とする。
【００１１】
　そして、請求項２に係るレジスタは、請求項１に記載のレジスタであって、前記フィン
ユニットは、当該フィンユニットの外周部の一部に配設され、前記レジスタの側壁部にお
ける送風開口を閉塞可能なシャッター部を有することを特徴とする。
【００１２】
　又、請求項３に係るレジスタは、請求項１又は請求項２に記載のレジスタであって、前
記フィンユニットは、前記リテーナの内部において当該フィンユニットを回動させる為の
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操作部を、当該フィンユニットの外周部に有することを特徴とする。
【００１３】
　そして、請求項４に係るレジスタは、空調空気が送風されるダクトと接続される接続部
と、前記接続部に対して所定寸法離間した位置で対向する対向壁と、前記接続部と前記対
向壁との間を接続するように形成され、前記ダクトからの空調空気を吹き出し可能な送風
開口を有する側壁部と、を有して構成されるリテーナと、前記リテーナの内部において、
前記接続部から前記対向壁に向かう第１方向に伸びる回動軸を中心として回動可能に配設
され、前記送風開口から吹き出される空調空気の風向を調整する為のフィンユニットと、
を有し、前記フィンユニットは、前記回動軸上を中心とする円環状の平板によって構成さ
れ、前記第１方向に間隔を隔てて配置される複数の第１フィンと、前記第１方向に沿って
直線状に伸びるように形成され、前記第１フィンにおける周方向に所定間隔を隔てて配置
される複数の第２フィンと、を有して構成されており、前記第１フィンは、前記第１方向
に関する前記第１フィンにおける平板の傾斜角度が当該第１フィンの周方向における位置
に応じて異なるように形成されていることを特徴とする。
【００１４】
　そして、請求項５に係るレジスタは、空調空気が送風されるダクトと接続される接続部
と、前記接続部に対して所定寸法離間した位置で対向する対向壁と、前記接続部と前記対
向壁との間を接続するように形成され、前記ダクトからの空調空気を吹き出し可能な送風
開口を有する側壁部と、を有して構成されるリテーナと、前記リテーナの内部において、
前記接続部から前記対向壁に向かう第１方向に伸びる回動軸を中心として回動可能に配設
され、前記送風開口から吹き出される空調空気の風向を調整する為のフィンユニットと、
を有し、前記フィンユニットは、前記回動軸上を中心とする円環状の平板によって構成さ
れ、前記第１方向に間隔を隔てて配置される複数の第１フィンと、前記第１方向に沿って
直線状に伸びるように形成され、前記第１フィンにおける周方向に所定間隔を隔てて配置
される複数の第２フィンと、を有して構成されており、前記第２フィンは、当該第２フィ
ンにおける内径側の端縁と前記回動軸とを結んだ基準に対して、当該第２フィンの平板が
交差する交差角度が前記第１フィンにおける周方向の位置に応じて異なるように形成され
ていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　請求項１記載のレジスタは、リテーナと、フィンユニットとを有しており、リテーナの
接続部に接続されたダクトからの空調空気を、送風開口から吹き出し得る。当該レジスタ
において、フィンユニットは、複数の第１フィンと、複数の第２フィンとを有しており、
リテーナ内部において、回動軸を中心として回動可能に配設されている。
【００１６】
　そして、当該フィンユニットにおいて、複数の第１フィンは、前記回動軸上を中心とす
る円環状の平板によって構成され、前記第１方向に間隔を隔てて配置されており、前記第
１方向に関する前記第１フィンにおける平板の傾斜角度が当該第１フィンの周方向におけ
る位置に応じて異なるように形成されている。従って、当該レジスタによれば、回動軸を
中心として、フィンユニットを回転させることで、送風開口部分において、第１方向に関
する第１フィンの傾斜角度を所望の状態に調整することができ、送風開口から吹き出され
る空調空気の風向を、第１方向に関して所望の向きに調整することができる。
【００１７】
　又、当該フィンユニットにおいて、複数の第２フィンは、前記第１方向に沿って直線状
に伸びるように形成され、前記第１フィンにおける周方向に所定間隔を隔てて配置されて
いる。そして、各第２フィンは、当該第２フィンにおける内径側の端縁と前記回動軸とを
結んだ基準に対して、当該第２フィンの平板が交差する交差角度が前記第１フィンにおけ
る周方向の位置に応じて異なるように形成されている。従って、当該レジスタによれば、
回動軸を中心として、フィンユニットを回転させることで、送風開口部分に位置する第２
フィンの交差角度を所望の状態に調整することができ、送風開口から吹き出される空調空
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気の風向を、第１方向に直交する方向に関して所望の向きに調整することができる。
　即ち、当該レジスタによれば、回動軸を中心として、フィンユニットを回動させること
で、送風開口から吹き出される空調空気の風向を、所望の向きに調整することができる。
【００１８】
　そして、当該レジスタによれば、フィンユニット全体は、複数の第１フィンと、複数の
第２フィンとによって略円筒形状を為すように構成されており、第１方向に沿った回動軸
を中心として回動可能に配設されている為、ダクトの延長線上に位置することになり、当
該レジスタの配設スペースを抑えることができる。又、当該レジスタによれば、フィンユ
ニットを小型化したとしても、空調空気の風向の調整機能を十分に確保することができる
為、レジスタの小型化にも対応することができる。
【００１９】
　又、請求項２記載のレジスタにおいて、前記フィンユニットは、シャッター部を有して
おり、当該シャッター部は、当該フィンユニットの外周部の一部に配設され、前記レジス
タの側壁部における送風開口を閉塞可能に構成されている。従って、当該レジスタによれ
ば、回動軸を中心として、フィンユニットを回動させることで、送風開口部分に対して、
シャッター部が占める領域の大きさを調整することができる。即ち、送風開口から空調空
気が吹き出される部分の大きさを調整することができる為、当該レジスタは、送風開口か
ら吹き出される空調空気の流量を、所望の量に調整でき、更に、シャッター部によって、
送風開口から吹き出される空調空気の流れを遮断することができる。
【００２０】
　そして、請求項３記載のレジスタにおいて、前記フィンユニットは、前記リテーナの内
部において当該フィンユニットを回動させる為の操作部を、その外周部に有している。従
って、当該レジスタによれば、操作部を介して、フィンユニットの回動操作を行うことに
よって、リテーナ内部におけるフィンユニットを、より確実に所望の態様にすることがで
きる。即ち、当該レジスタによれば、操作部を介して、フィンユニットの回動操作を行う
ことで、送風開口からの空調空気の風向を、確実に所望の方向に調整することができる。
【００２１】
　又、請求項４記載のレジスタは、リテーナと、フィンユニットとを有しており、リテー
ナの接続部に接続されたダクトからの空調空気を、送風開口から吹き出し得る。当該レジ
スタにおいて、フィンユニットは、複数の第１フィンと、複数の第２フィンとを有してお
り、リテーナ内部において、回動軸を中心として回動可能に配設されている。
【００２２】
　そして、当該フィンユニットにおいて、複数の第１フィンは、前記回動軸上を中心とす
る円環状の平板によって構成され、前記第１方向に間隔を隔てて配置されており、前記第
１方向に関する前記第１フィンにおける平板の傾斜角度が当該第１フィンの周方向におけ
る位置に応じて異なるように形成されている。従って、当該レジスタによれば、回動軸を
中心として、フィンユニットを回転させることで、送風開口部分において、第１方向に関
する第１フィンの傾斜角度を所望の状態に調整することができ、送風開口から吹き出され
る空調空気の風向を、第１方向に関して所望の向きに調整することができる。
【００２３】
　更に、当該レジスタによれば、フィンユニット全体は、複数の第１フィンと、複数の第
２フィンとによって略円筒形状を為すように構成されており、第１方向に沿った回動軸を
中心として回動可能に配設されている為、ダクトの延長線上に位置することになり、当該
レジスタの配設スペースを抑えることができる。又、当該レジスタによれば、フィンユニ
ットを小型化したとしても、空調空気の風向の調整機能を十分に確保することができる為
、レジスタの小型化にも対応することができる。
【００２４】
　そして、請求項５記載のレジスタは、リテーナと、フィンユニットとを有しており、リ
テーナの接続部に接続されたダクトからの空調空気を、送風開口から吹き出し得る。当該
レジスタにおいて、フィンユニットは、複数の第１フィンと、複数の第２フィンとを有し
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ており、リテーナ内部において、回動軸を中心として回動可能に配設されている。
【００２５】
　又、当該フィンユニットにおいて、複数の第２フィンは、前記第１方向に沿って直線状
に伸びるように形成され、前記第１フィンにおける周方向に所定間隔を隔てて配置されて
いる。そして、各第２フィンは、当該第２フィンにおける内径側の端縁と前記回動軸とを
結んだ基準に対して、当該第２フィンの平板が交差する交差角度が前記第１フィンにおけ
る周方向の位置に応じて異なるように形成されている。従って、当該レジスタによれば、
回動軸を中心として、フィンユニットを回転させることで、送風開口部分に位置する第２
フィンの交差角度を所望の状態に調整することができ、送風開口から吹き出される空調空
気の風向を、第１方向に直交する方向に関して所望の向きに調整することができる。
【００２６】
　そして、当該レジスタによれば、フィンユニット全体は、複数の第１フィンと、複数の
第２フィンとによって略円筒形状を為すように構成されており、第１方向に沿った回動軸
を中心として回動可能に配設されている為、ダクトの延長線上に位置することになり、当
該レジスタの配設スペースを抑えることができる。又、当該レジスタによれば、フィンユ
ニットを小型化したとしても、空調空気の風向の調整機能を十分に確保することができる
為、レジスタの小型化にも対応することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】第１実施形態に係るレジスタの正面図である。
【図２】第１実施形態に係るレジスタの側面図である。
【図３】第１実施形態に係るレジスタの分解斜視図である。
【図４】第１実施形態に係るレジスタの車両に対する配設例を示す説明図である。
【図５】第１実施形態に係るフィンユニットの外観斜視図である。
【図６】第１実施形態に係るフィンユニットの正面図である。
【図７】第１実施形態に係るフィンユニットの側面図である。
【図８】第１実施形態に係るフィンユニットの上面図である。
【図９】第１実施形態に係るレジスタの初期状態における水平断面図である。
【図１０】第１実施形態に係るレジスタの初期状態における垂直断面図である。
【図１１】第１実施形態に係るレジスタの第１状態における正面図である。
【図１２】第１実施形態に係るレジスタの第１状態における水平断面図である。
【図１３】第１実施形態に係るレジスタの第１状態における垂直断面図である。
【図１４】第１実施形態に係るレジスタの第２状態における正面図である。
【図１５】第１実施形態に係るレジスタの第２状態における水平断面図である。
【図１６】第１実施形態に係るレジスタの第２状態における垂直断面図である。
【図１７】第１実施形態に係るレジスタの第３状態における正面図である。
【図１８】第１実施形態に係るレジスタの第３状態における水平断面図である。
【図１９】第１実施形態に係るレジスタの第３状態における垂直断面図である。
【図２０】第１実施形態に係るレジスタの第４状態における正面図である。
【図２１】第１実施形態に係るレジスタの第４状態における水平断面図である。
【図２２】第１実施形態に係るレジスタの第４状態における垂直断面図である。
【図２３】第２実施形態に係るレジスタの初期状態における水平断面図である。
【図２４】第２実施形態に係るレジスタの初期状態における垂直断面図である。
【図２５】第２実施形態に係るレジスタのシャット状態における水平断面図である。
【図２６】第２実施形態に係るレジスタのシャット状態における垂直断面図である。
【図２７】第２実施形態に係るレジスタの第１回動状態における水平断面図である。
【図２８】第２実施形態に係るレジスタの第２回動状態における水平断面図である。
【図２９】第３実施形態に係るレジスタの正面図である。
【図３０】第３実施形態に係るフィンユニットの外観斜視図である。
【図３１】第３実施形態に係るフィンユニットの正面図である。
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【図３２】第３実施形態に係るフィンユニットの側面図である。
【図３３】第３実施形態に係るフィンユニットの上面図である。
【図３４】第３実施形態に係るレジスタの初期状態における水平断面図である。
【図３５】第３実施形態に係るレジスタの初期状態における垂直断面図である。
【図３６】第３実施形態に係るレジスタの所定回動状態における垂直断面図である。
【図３７】第４実施形態に係るレジスタの正面図である。
【図３８】第４実施形態に係るフィンユニットの外観斜視図である。
【図３９】第４実施形態に係るフィンユニットの正面図である。
【図４０】第４実施形態に係るフィンユニットの側面図である。
【図４１】第４実施形態に係るフィンユニットの上面図である。
【図４２】第４実施形態に係るレジスタの水平断面図である。
【図４３】第４実施形態に係るレジスタの垂直断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明に係るレジスタを、空調装置で調節された空調空気を車室内に吹き出すレ
ジスタ１に具体化した実施形態（第１実施形態）に基づいて図面を参照しつつ詳細に説明
する。
　尚、以下の説明においては、当該レジスタ１において、車室側に面する一方向を前方と
し、その逆方向を後方として説明する。又、この前後方向に従ったレジスタ１を基準とし
て、当該レジスタ１の点で、上下方向及び左右方向を定義する。
【００２９】
（第１実施形態）
　図１～図４に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１は、リテーナ１０と、フィン
ユニット５０とを有して構成されており、空調装置で調節された調和空気を車室内に吹き
出すように構成されている。
【００３０】
　第１実施形態に係るレジスタ１は、内装パネルＩに形成された開口部に対して、リテー
ナ１０の送風開口２６が一致するように配設されており、当該リテーナ１０のダクト接続
部３１に対して、車両の空調装置（図示せず）に接続された送風ダクトＤが接続されてい
る。従って、当該レジスタ１は、車室内において着座した搭乗者Ｐに対して、空調装置で
調節された空調空気を下方から送風し得る（図４参照）。
【００３１】
（レジスタの概略構成）
　図１～図３に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１は、空調空気が送風される送
風ダクトＤに接続され、当該送風ダクトＤからの空調空気を吹き出し可能な送風開口２６
を有するリテーナ１０の内部に、フィンユニット５０を回動可能に収容して構成されてい
る。そして、当該レジスタ１は、リテーナ１０内部において、フィンユニット５０を回動
させることによって、前記送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を調整し得る。
【００３２】
　リテーナ１０は、レジスタ１の上部を構成する収容部材２０と、レジスタ１の下部を構
成する接続部材３０とにより構成されている。収容部材２０は、レジスタ１の上面を構成
する略円板状の対向壁部２１と、当該対向壁部２１の外周縁から垂下するように形成され
た側壁部２５とを有しており、略円筒形状を為すフィンユニット５０を内部に収容可能に
構成されている。
【００３３】
　対向壁部２１は、図３等に示すように、レジスタ１の上面を構成しており、略円板状に
形成されている。レジスタ１において、当該対向壁部２１は、接続部材３０の上面に対し
て所定寸法（即ち、フィンユニット５０の高さ寸法）程度、離間した位置に配設される。
当該対向壁部２１の中央部分（即ち、略円板状の対向壁部２１における円の中心部分）に
は、回動支持部２２が形成されている。当該回動支持部２２は、フィンユニット５０の回
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動軸５３と協働することによって、レジスタ１内部にフィンユニット５０を回動可能に支
持している。
【００３４】
　上述したように、側壁部２５は、対向壁部２１の外周縁から垂下するように伸び、対向
壁部２１と接続部材３０の上面とを接続するように形成されている。当該側壁部２５の一
面側（前面側）には、送風開口２６が大きく開口形成されており、収容部材２０及び接続
部材３０からなるリテーナ１０の内部とその外部を連通している。従って、当該レジスタ
１は、空調装置によって調節された空調空気を、送風開口２６から吹き出すことができる
。
【００３５】
　又、収容部材２０における左右両側に相当する側壁部２５の下端部には、係止突起２７
が夫々突出形成されている。各係止突起２７は、後述する接続部材３０の弾性係止片３３
と協働することによって、接続部材３０に対して収容部材２０を固定することができる。
【００３６】
　そして、接続部材３０は、送風ダクトＤが接続されるダクト接続部３１と、当該ダクト
接続部３１の上端縁に形成されたフランジ部３２とを有している。ダクト接続部３１は、
円筒形状に形成されており、当該ダクト接続部３１の下端側には、空調装置に接続された
送風ダクトＤが接続される。
【００３７】
　フランジ部３２は、ダクト接続部３１の上端縁において、円筒形を為すダクト接続部３
１の径方向外側に向かって突出するように形成される。図１、図２等に示すように、当該
フランジ部３２の外周縁は、上述した収容部材２０における側壁部２５の下端縁と略同じ
位置している。当該レジスタ１においては、フランジ部３２は、リテーナ１０内部に収容
されているフィンユニット５０の下面と接触して、リテーナ１０内部における所定位置に
、フィンユニット５０を保持する機能を果たす。
【００３８】
　そして、接続部材３０の左右両側に相当するフランジ部３２の外周縁には、弾性係止片
３３が、それぞれ上方に向かって突出形成されている。各弾性係止片３３は、収容部材２
０に対して接続部材３０を固定することができる。
【００３９】
　図１～図３に示すように、フィンユニット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂
直フィン５２とにより略円筒形状を為すように構成されており、前記リテーナ１０の内部
において回動可能に配設されている。当該レジスタ１は、フィンユニット５０を回動操作
することによって、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を調整可能に構成され
ている。第１実施形態に係るフィンユニット５０の構成については、後に図面を参照して
詳細に説明する。
【００４０】
（第１実施形態に係るフィンユニットの概略構成）
　次に、第１実施形態に係るフィンユニット５０の概略構成について、図５～図８を参照
しつつ詳細に説明する。上述したように、フィンユニット５０は、複数の円環フィン５１
と、複数の垂直フィン５２とにより略円筒形状を為しており、送風開口２６から吹き出さ
れる空調空気の風向を調整可能に構成されている。当該フィンユニット５０は、複数の円
環フィン５１と、複数の垂直フィン５２と、回動軸５３と、回動操作部５５とを有してい
る。
【００４１】
　当該フィンユニット５０においては、複数（例えば、４枚）の円環フィン５１が、上下
方向に所定間隔を隔てて列設されている。各円環フィン５１は、所定の厚みを有する平板
によって、上述した収容部材２０の内径よりもやや小さな径の円環を為すように形成され
ている。当該円環フィン５１に係る円環の中心は、フィンユニット５０の回動軸５３の延
長線上に位置している。
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【００４２】
　各円環フィン５１は、その前方部分における内径側の端縁を上方へ引き上げ、後方部分
における内径側の端縁を下方に引き下げたように捩れている。これにより、回動軸５３の
軸方向（即ち、上下方向）に直交する水平方向に対して、各円環フィン５１の平板が為す
傾斜角度αは、円環フィン５１の周方向における位置に応じて相違することになる。
【００４３】
　具体的に説明すると、図５～図７に示すように、当該円環フィン５１の前方部分におい
ては、平板部分が径方向外側に向かう程、下方に位置するように、大きく傾斜しており、
円環フィン５１の左右両側に向かうにつれて、平板部分の傾斜角度αが小さくなるように
連続的に変化している。そして、円環フィン５１の左右両側においては、平板部分は、略
水平をなしており、円環フィン５１の後方部分に向かうにつれて、平板部分が径方向外側
に向かう程、上方に位置するように傾斜している。円環フィン５１の左右両側部分から後
方部分に向かうにつれて、平板部分の傾斜角度αが大きくなるように連続的に変化してい
き、円環フィン５１の後方部分においては、平板部分が径方向外側に向かう程、上方に位
置するように、大きく傾斜している。
【００４４】
　このように構成することで、当該レジスタ１は、送風開口２６内に位置する複数の円環
フィン５１の部分を変更することで、送風開口２６を水平方向に横断する円環フィン５１
の傾斜角度αを変化させることができ、もって、送風開口２６を基準とした上下方向に関
して、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を調整し得る。
【００４５】
　又、複数の垂直フィン５２は、フィンユニット５０の周方向（即ち、円環フィン５１の
周方向）に沿って、所定の間隔を隔てて配置されており、上下方向に沿って直線状に伸び
る平板状に形成されている。第１実施形態においては、フィンユニット５０は、１８枚の
垂直フィン５２を有している。
【００４６】
　第１実施形態に係るフィンユニット５０において、各垂直フィン５２は、垂直フィン５
２の内径側の端縁と、フィンユニット５０の回動軸５３上を示す回動中心Ｃとを結ぶ基準
線Ｓに対して、当該垂直フィン５２の平板が交差角度βをもって交差するように配置され
ている（図８、図９参照）。各垂直フィン５２における交差角度βは、円環フィン５１に
おける周方向の位置に応じて相違するように構成されている。
【００４７】
　当該フィンユニット５０において、円環フィン５１の前方部分に位置する２枚の垂直フ
ィン５２は、円環フィン５１の径方向外側に向かうにつれて、互いに離間するように配置
されている。以下の説明においては、この２枚の垂直フィン５２を、基準垂直フィン５２
Ａという。図９に示すように、第１実施形態に係るフィンユニット５０においては、各垂
直フィン５２は、円環フィン５１の前方側に位置する基準垂直フィン５２Ａから、円環フ
ィン５１の後方側に位置する程、より円環フィン５１の周方向に近づくように傾斜してい
る。
【００４８】
　そして、図８、図９からわかるように、フィンユニット５０の左側部分において、各垂
直フィン５２は、基準線Ｓよりも所定方向側（図８、図９における反時計回り側）となる
位置に、当該垂直フィン５２の外径側における端縁が位置するような交差角度βを為すよ
うに配置されている。従って、この部分が送風開口２６内に位置する場合、送風開口２６
から吹き出される空調空気の風向を、送風開口２６を基準として、左側寄りの所望の風向
に調整することができる。
【００４９】
　又、フィンユニット５０の右側部分においては、各垂直フィン５２は、基準線Ｓに対し
て、上述した左側部分に係る所定方向とは逆方向側（図８、図９における時計回り側）と
なる位置に、当該垂直フィン５２の外径側における端縁が位置するような交差角度βを為
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すように配置されている。従って、フィンユニット５０の右側部分が送風開口２６内に位
置する場合、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を、送風開口２６を基準とし
て、右側寄りの所望の風向に調整することができる。
【００５０】
　又、図５～図８に示すように、フィンユニット５０の上部における中央部分には、回動
軸５３が上方に向かって突出形成されている。当該回動軸５３は、略円筒形状を為すフィ
ンユニット５０の中心軸（即ち、全ての円環フィン５１の中心を通り、上下方向に伸びる
線分）に沿って伸びる円柱状に形成されている。当該レジスタ１においては、回動軸５３
は、収容部材２０における対向壁部２１の回動支持部２２に対して嵌入される。従って、
当該レジスタ１において、フィンユニット５０は、回動支持部２２と、回動軸５３との協
働によって、リテーナ１０内部で回動可能に支持される。
【００５１】
　図５～図７に示すように、回動操作部５５は、リテーナ１０内部に収容されたフィンユ
ニット５０を回動させる為の操作部であり、フィンユニット５０の下端部に配設されてい
る。そして、当該回動操作部５５は、フィンユニット５０の外形寸法（即ち、円環フィン
５１の外径寸法）と略同径の円環状に形成されている（図５～図９参照）為、当該回動操
作部５５の外側側面は、各円環フィン５１の外周縁と略同じ位置に位置する。この結果、
当該レジスタ１によれば、送風開口２６を介して、回動操作部５５の外径側面に搭乗者Ｐ
の指等を容易に接触させることができる為、搭乗者Ｐは、フィンユニット５０の回動操作
を容易に行うことができ、送風開口２６からの空調空気の風向を、所望の態様に調整する
ことができる。
【００５２】
　そして、フィンユニット５０の上面及び下面には、複数（例えば、４つ）の突起５６が
突出形成されている。フィンユニット５０の上面に形成された各突起５６は、その頂点を
もって、収容部材２０における対向壁部２１の内面側と接触している。一方、フィンユニ
ット５０の下面に形成された各突起５６は、その頂点をもって、接続部材３０におけるフ
ランジ部３２の上面と接触している。これにより、当該レジスタ１によれば、リテーナ１
０の内壁面とフィンユニット５０との接触面積を最小限にすることで、フィンユニット５
０が回動する際に作用する摩擦力を抑えることができ、フィンユニット５０に関する円滑
な回動操作を実現し得る。
【００５３】
（第１実施形態に係るレジスタの初期状態における送風態様）
　続いて、第１実施形態に係るレジスタ１の初期状態における送風態様について、図９、
図１０を参照しつつ詳細に説明する。ここで、レジスタ１の初期状態とは、フィンユニッ
ト５０における基準垂直フィン５２Ａが送風開口２６の中央位置に位置する状態（即ち、
図１、図２に示す状態）を意味する。又、図８は、図１におけるＩ－Ｉ断面に基づくレジ
スタ１の水平断面図であり、図９は、図１におけるＩＩ－ＩＩ断面に基づくレジスタ１の
鉛直断面図である。
【００５４】
　このように構成された第１実施形態に係るレジスタ１において、空調装置によって調節
された空調空気は、接続部材３０のダクト接続部３１に接続された送風ダクトＤを介して
、収容部材２０及び接続部材３０により構成されるリテーナ１０の内部に送風される。こ
こで、当該レジスタ１において、接続部材３０から吹き出された空調空気の送風方向下流
側には、対向壁部２１及び側壁部２５が位置しており、送風開口２６のみが外部と連通し
ている。従って、当該レジスタ１によれば、空調装置によって調節された空調空気を、送
風開口２６からレジスタ１の外部（即ち、車室内）に向かって送風することができる。
【００５５】
　そして、当該レジスタ１の内部から、送風開口２６を介してレジスタ１外部へと吹き出
される際に、空調空気は、フィンユニット５０を構成する複数の円環フィン５１及び複数
の垂直フィン５２に間を通過する。従って、送風開口２６から吹き出される空調空気の風
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向は、送風開口２６内に位置する複数の円環フィン５１の傾斜角度や、複数の垂直フィン
５２の状態の影響を受ける。
【００５６】
　図９に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の初期状態においては、２枚の基準
垂直フィン５２Ａが送風開口２６の中央部分に位置しており、その左右両側にそれぞれ垂
直フィン５２が一枚ずつ位置している。送風開口２６の中央部分を基準として右側に位置
する基準垂直フィン５２Ａ及び一枚の垂直フィン５２と、左側に位置する基準垂直フィン
５２Ａ及び一枚の垂直フィン５２は、円環フィン５１の径方向外側に向かうにつれて、互
いに離間するように配置されている。従って、初期状態におけるレジスタ１によれば、空
調空気の風向を、水平方向（左右方向）へ均等に広がるように調整することができ、もっ
て、水平方向（左右方向）に係る送風範囲を、送風開口２６の正面を含む広い範囲にする
ことができる。
【００５７】
　又、図１０に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の初期状態においては、送風
開口２６内部に位置する各円環フィン５１は、径方向外側（即ち、レジスタ１の前方側）
に向かう程、下方に位置するように、傾斜角度αで傾斜している。従って、初期状態にお
けるレジスタ１によれば、送風開口２６から送風される空調空気の風向を、下方側に調整
することができる。
【００５８】
（第１実施形態に係るレジスタの第１状態における送風態様）
　次に、第１実施形態に係るレジスタ１の第１状態における送風態様について、図１１～
図１３を参照しつつ詳細に説明する。ここで、レジスタ１の第１状態とは、初期状態から
ユニット回動方向Ｒ（図１１中、左側）へ４５°回動させた状態を意味する。又、図１１
は、第１実施形態に係るレジスタ１の第１状態を示す正面図である。そして、図１２は、
図１１におけるＩ－Ｉ断面に基づくレジスタ１の水平断面図であり、図１３は、図１１に
おけるＩＩ－ＩＩ断面に基づくレジスタ１の鉛直断面図である。
【００５９】
　図１２に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の第１状態においては、１枚の基
準垂直フィン５２Ａが送風開口２６からはずれ、１枚の基準垂直フィン５２Ａと３枚の垂
直フィン５２が送風開口２６の内側に位置している。この時、基準垂直フィン５２Ａ及び
３枚の垂直フィン５２は、何れも、その外径側における端縁が基準線Ｓに対して右側とな
る位置になるように配置されている。従って、第１状態におけるレジスタ１によれば、水
平方向（左右方向）に関して、送風開口２６の正面に対してやや右寄りに、空調空気の風
向及び送風範囲を調整することができる。
【００６０】
　又、図１３に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の第１状態においては、送風
開口２６内部に位置する各円環フィン５１は、径方向外側（即ち、レジスタ１の前方側）
に向かう程、下方に位置するような傾斜角度αで傾斜しているが、初期状態（図１０参照
）と比較すると水平に近い姿勢である。従って、第１状態におけるレジスタ１によれば、
送風開口２６から送風される空調空気の風向を水平方向に対して下方側であって、初期状
態における風向よりもやや上方に調整できる。
【００６１】
（第１実施形態に係るレジスタの第２状態における送風態様）
　続いて、第１実施形態に係るレジスタ１の第２状態における送風態様について、図１４
～図１６を参照しつつ詳細に説明する。ここで、レジスタ１の第２状態とは、初期状態か
らユニット回動方向Ｒ（図１１中、左側）へ９０°回動させた状態を意味する。又、図１
４は、第１実施形態に係るレジスタ１の第２状態を示す正面図である。そして、図１５は
、図１４におけるＩ－Ｉ断面に基づくレジスタ１の水平断面図であり、図１６は、図１４
におけるＩＩ－ＩＩ断面に基づくレジスタ１の鉛直断面図である。
【００６２】
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　図１５に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の第２状態においては、２枚の基
準垂直フィン５２Ａが送風開口２６からはずれ、４枚の垂直フィン５２が送風開口２６の
内側に位置している。この時、４枚の垂直フィン５２は、何れも、その外径側における端
縁が基準線Ｓに対して右側となる位置になるように配置されている。従って、第２状態に
おけるレジスタ１によれば、水平方向（左右方向）に関して、送風開口２６の正面に対し
て右寄りであって、第１状態よりも更に右寄りに、空調空気の風向及び送風範囲を調整す
ることができる。
【００６３】
　又、図１６に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の第２状態においては、送風
開口２６における中央部分に、各円環フィン５１の捩れ部分が位置しており、送風開口２
６内部に位置する各円環フィン５１の傾斜を、総合的に考察すると略水平な状態を為して
いる。従って、第２状態に係るレジスタ１によれば、送風開口２６から送風される空調空
気の風向を略水平な方向に調整できる。
【００６４】
（第１実施形態に係るレジスタの第３状態における送風態様）
　次に、第１実施形態に係るレジスタ１の第３状態における送風態様について、図１７～
図１９を参照しつつ詳細に説明する。ここで、レジスタ１の第３状態とは、初期状態から
ユニット回動方向Ｒ（図１１中、左側）へ１３５°回動させた状態を意味する。又、図１
７は、第１実施形態に係るレジスタ１の第３状態を示す正面図である。そして、図１８は
、図１７におけるＩ－Ｉ断面に基づくレジスタ１の水平断面図であり、図１９は、図１７
におけるＩＩ－ＩＩ断面に基づくレジスタ１の鉛直断面図である。
【００６５】
　図１８に示すように、４枚の垂直フィン５２が送風開口２６の内側に位置しており、何
れも、その外径側における端縁が基準線Ｓに対して右側となる位置になるように配置され
ている。従って、第３状態におけるレジスタ１によれば、水平方向（左右方向）に関して
、送風開口２６の正面に対して右寄りに、空調空気の風向及び送風範囲を調整することが
できる。
【００６６】
　そして、図１９に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の第３状態においては、
送風開口２６内部に位置する各円環フィン５１は、径方向外側（即ち、レジスタ１の前方
側）に向かう程、上方に位置するような傾斜角度αで傾斜している。従って、第１状態に
おけるレジスタ１によれば、送風開口２６から送風される空調空気の風向を、水平方向に
対してやや上方に調整できる。
【００６７】
（第１実施形態に係るレジスタの第４状態における送風態様）
　続いて、第１実施形態に係るレジスタ１の第４状態における送風態様について、図２０
～図２２を参照しつつ詳細に説明する。ここで、レジスタ１の第４状態とは、初期状態か
らユニット回動方向Ｒ（図１１中、左側）へ１８０°回動させた状態を意味する。又、図
２０は、第１実施形態に係るレジスタ１の第４状態を示す正面図である。そして、図２１
は、図２０におけるＩ－Ｉ断面に基づくレジスタ１の水平断面図であり、図２２は、図２
０におけるＩＩ－ＩＩ断面に基づくレジスタ１の鉛直断面図である。
【００６８】
　図２１に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の第４状態においては、２枚の基
準垂直フィン５２Ａがレジスタ１の後側に位置しており、送風開口２６の内部には、４枚
の垂直フィン５２が位置している。この時、送風開口２６の中央部分を基準として右側に
位置する二枚の垂直フィン５２と、左側に位置する二枚の垂直フィン５２は、円環フィン
５１の径方向外側に向かうにつれて、互いに接近するように配置されている。従って、第
４状態におけるレジスタ１によれば、空調空気の風向を、水平方向（左右方向）に関して
、送風開口２６の正面に向かうように調整することができ、もって、水平方向（左右方向
）に係る送風範囲を、送風開口２６の正面に集中させることができる。
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【００６９】
　又、図２２に示すように、第１実施形態に係るレジスタ１の第１状態においては、送風
開口２６内部に位置する各円環フィン５１は、径方向外側（即ち、レジスタ１の前方側）
に向かう程、上方に位置するような傾斜角度αで傾斜しており、第３状態（図１９参照）
よりも更に大きな傾斜角度αを為している。従って、第１状態におけるレジスタ１によれ
ば、送風開口２６から送風される空調空気の風向を水平方向に対して上方側であって、第
３状態における風向よりも更に上方へ調整できる。
【００７０】
　尚、図１０～図２２をもって説明した具体例は、ユニット回動方向Ｒ（図１１中、左側
）へ、フィンユニット５０を回動操作して、上述した初期状態～第４状態にすることによ
って、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を、送風開口２６の正面側を基準と
して右側寄りに調整している。この点、当該レジスタ１によれば、上述したユニット回動
方向Ｒと逆方向（図１１中、右側）へ、フィンユニット５０を回動操作して、初期状態と
第４状態の間を回動させることで、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を、送
風開口２６の正面側を基準として左側寄りに調整することができる。
【００７１】
　以上説明したように、第１実施形態に係るレジスタ１は、リテーナ１０と、フィンユニ
ット５０とを有しており、リテーナ１０のダクト接続部３１に接続された送風ダクトＤか
らの空調空気を、送風開口２６から吹き出し得る。当該レジスタ１において、フィンユニ
ット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２とを有しており、リテーナ
１０内部において、回動軸５３を中心として回動可能に配設されている。
【００７２】
　そして、第１実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の円環フィン５１は、
前記回動軸５３上を中心とする円環状の平板によって構成され、上下方向に間隔を隔てて
配置されており、上下方向に関する円環フィン５１における平板の傾斜角度αが当該円環
フィン５１の周方向における位置に応じて異なるように形成されている（図５～図７等参
照）。従って、図１０～図２２に示すように、当該レジスタ１によれば、回動軸５３を中
心として、フィンユニット５０を回転させることで、送風開口２６の内部において、上下
方向に関する円環フィン５１の傾斜角度αを所望の状態に調整することができ、送風開口
２６から吹き出される空調空気の風向を、上下方向に関して所望の向きに調整することが
できる。
【００７３】
　又、第１実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の垂直フィン５２は、前記
上下方向に沿って直線状に伸びる平板状に形成され、円環フィン５１における周方向に所
定間隔を隔てて配置されている。そして、各垂直フィン５２は、当該垂直フィン５２にお
ける内径側の端縁と回動中心Ｃとを結んだ基準線Ｓに対して、当該垂直フィン５２の平板
が交差する交差角度βが前記円環フィン５１における周方向の位置に応じて異なるように
形成されている。従って、当該レジスタ１によれば、回動軸５３を中心として、フィンユ
ニット５０を回転させることで、送風開口２６の内部に位置する垂直フィン５２の交差角
度βを所望の状態に調整することができ、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向
を、水平方向（左右方向）に関して所望の向きに調整することができる。
　即ち、第１実施形態に係るレジスタ１によれば、回動軸５３を中心として、フィンユニ
ット５０を回動させることで、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を、上下方
向及び左右方向に関して、所望の向きに調整することができる。
【００７４】
　そして、図１～図３等に示すように、第１実施形態に係るレジスタにおいて、フィンユ
ニット５０は、全体として、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２とによって
略円筒形状を為すように構成されており、回動軸５３を中心として回動可能に配設されて
いる。従って、当該レジスタ１は、送風ダクトＤの延長線上に位置することになり、その
配設スペースを抑えることができる。又、当該レジスタ１によれば、フィンユニット５０
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を小型化したとしても、空調空気の風向の調整機能を十分に確保することができる為、レ
ジスタ１の小型化にも対応することができる。
【００７５】
　そして、第１実施形態に係るレジスタ１において、前記フィンユニット５０の下端部に
は、円環状の回動操作部５５が形成されている為、回動操作部５５を介して、フィンユニ
ット５０の回動操作を行うことができ、もって、リテーナ１０内部におけるフィンユニッ
ト５０を、より確実に所望の態様にすることができる。即ち、第１実施形態に係るレジス
タ１によれば、回動操作部５５を介して、フィンユニット５０の回動操作を行うことで、
送風開口２６からの空調空気の風向を、確実に所望の方向に調整することができる。
【００７６】
（第２実施形態）
　次に、上述した第１実施形態と異なる実施形態（第２実施形態）に係るレジスタ１につ
いて、図面を参照しつつ詳細に説明する。尚、第２実施形態に係るレジスタは、車両にお
ける配置態様及び、収容部材２０及びフィンユニット５０の構成を除き、上述した第１実
施形態に係るレジスタ１と略同様の構成を有している。従って、以下の説明においては、
第１実施形態と同様の構成についての説明を省略し、相違する構成について詳細に説明す
る。
【００７７】
（第２実施形態に係るレジスタの概略構成）
　第２実施形態に係るレジスタ１は、第１実施形態と同様に、空調空気が送風される送風
ダクトＤに接続され、当該送風ダクトＤからの空調空気を吹き出し可能な送風開口２６を
有するリテーナ１０の内部に、フィンユニット５０を回動可能に収容して構成されている
。そして、当該レジスタ１は、リテーナ１０内部において、フィンユニット５０を回動さ
せることによって、前記送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を調整し得る。
【００７８】
　図２３等に示すように、第２実施形態では、２つのレジスタ１が、車両の車幅方向にお
ける中央部分において、車両の車幅方向（左右方向）に並ぶように配設されている。左側
に配設されたレジスタ１は、主として、車室の左側部分に対して空調空気を送風するよう
に構成されており、右側に配設されたレジスタ１は、主として、車室の右側部分に対して
空調空気を送風するように構成されている。
【００７９】
　第２実施形態に係るリテーナ１０は、収容部材２０と、接続部材３０とにより構成され
ている。第２実施形態に係る収容部材２０において、側壁部２５は、それぞれのフィンユ
ニット５０を個別に収容可能に窪んで構成されており、２つの送風開口２６が左右方向に
並ぶように形成されている。尚、２つのレジスタ１は、夫々に、接続部材３０を有してお
り、各接続部材３０のダクト接続部３１には、車両の空調装置に接続された送風ダクトＤ
が接続される。第２実施形態に係る接続部材３０の構成は、第１実施形態と同様であるの
で、その説明を省略する。
【００８０】
　第２実施形態に係るフィンユニット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィ
ン５２と、シャッター部５４とにより略円筒形状を為しており、送風開口２６から吹き出
される空調空気の風向及び流量を調整可能に構成されている。そして、第２実施形態に係
るフィンユニット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２と、回動軸５
３と、シャッター部５４と、回動操作部５５と、突起５６とを有している。
【００８１】
　尚、第２実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の円環フィン５１と、回動
軸５３と、回動操作部５５と、突起５６の構成は、上述した第１実施形態と同様の構成で
ある。従って、これらの構成に関する説明は省略する。
【００８２】
　図２３、図２５等に示すように、第２実施形態に係るレジスタ１は、車両の車幅方向に
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係る中央部分において、左右に２つ並んで配設される。左側のレジスタ１に係るフィンユ
ニット５０は、２枚の基準垂直フィン５２Ａを基準として、左側部分に複数枚の垂直フィ
ン５２を有しており、２枚の基準垂直フィン５２Ａを基準として右側部分には、シャッタ
ー部５４を有している。そして、右側のレジスタ１に係るフィンユニット５０は、２枚の
基準垂直フィン５２Ａを基準として、右側部分には、シャッター部５４を有しており、２
枚の基準垂直フィン５２Ａを基準として左側部分に複数枚の垂直フィン５２を有している
。
【００８３】
　当該フィンユニット５０におけるシャッター部５４は、当該フィンユニット５０の外周
部の一部（右側部分又は左側部分）において、複数の円環フィン５１の間を閉塞するよう
に形成されている。当該シャッター部５４は、円環フィン５１の外周縁に沿った曲面状の
壁面として、送風開口２６の開口面積よりも円環フィン５１の周方向へやや大きく形成さ
れている。即ち、フィンユニット５０の回動操作を行うことによって、第２実施形態に係
るレジスタ１の送風開口２６を、シャッター部５４によって閉塞することができる（図２
５、図２６参照）。
【００８４】
（第２実施形態に係るレジスタの初期状態における送風態様）
　次に、第２実施形態に係るレジスタ１の初期状態における送風態様について、図２３、
図２４を参照しつつ詳細に説明する。尚、この場合におけるレジスタ１の初期状態とは、
第１実施形態と同様に、基準垂直フィン５２Ａが送風開口２６の中央位置に位置する状態
を意味する。そして、図２３は、第２実施形態に係る２つのレジスタ１の初期状態を示す
水平断面図であり、図２４は、第２実施形態に係るレジスタ１の初期状態を示す鉛直断面
図である。
【００８５】
　図２３に示すように、第２実施形態においては、右側のレジスタ１に係るフィンユニッ
ト５０は、基準垂直フィン５２Ａよりも右側部分に複数の垂直フィン５２を有しており、
第１実施形態と同様の交差角度βを為すように配置されている。従って、右側のレジスタ
１は、基準垂直フィン５２Ａ及びその右側に位置する垂直フィン５２によって、送風開口
２６から送風される空調空気の風向を、送風開口２６に対して右側寄りに調整することが
できる。
【００８６】
　この時、右側のレジスタ１に係るフィンユニット５０は、基準垂直フィン５２Ａよりも
左側部分にシャッター部５４を有している為、右側のレジスタ１に係る送風開口２６に対
して左側へ向かう空調空気の流れが、シャッター部５４によって妨げられる。従って、図
２３に示すように、右側のレジスタ１は、初期状態において、車室の右側に向かって空調
空気を送風し得る。
【００８７】
　一方、左側のレジスタ１に係るフィンユニット５０は、基準垂直フィン５２Ａよりも左
側部分に複数の垂直フィン５２を有しており、第１実施形態と同様の交差角度βを為すよ
うに配置されている。従って、左側のレジスタ１は、基準垂直フィン５２Ａ及びその左側
に位置する垂直フィン５２によって、送風開口２６から送風される空調空気の風向を、送
風開口２６に対して左側寄りに調整することができる。
【００８８】
　この時、左側のレジスタ１に係るフィンユニット５０は、基準垂直フィン５２Ａよりも
右側部分にシャッター部５４を有している為、左側のレジスタ１に係る送風開口２６に対
して右側へ向かう空調空気の流れが、シャッター部５４によって妨げられる。従って、図
２３に示すように、左側のレジスタ１は、初期状態において、車室の左側に向かって空調
空気を送風し得る。
【００８９】
　図２３に示すように、第２実施形態に係る２つのレジスタ１において、右側に位置する
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レジスタ１は、送風開口２６に対して右側に広い送風範囲Ｂを有しており、左側に位置す
るレジスタは、送風開口２６に対して左側に広い送風範囲Ｂを有している。従って、第２
実施形態に係るレジスタ１によれば、車両の車幅方向における広い範囲に対して、空調空
気を送風し得る。
【００９０】
　尚、第２実施形態の初期状態では、２つのレジスタ１の何れにおいても、送風開口２６
内部に位置する各円環フィン５１は、径方向外側（即ち、レジスタ１の前方側）に向かう
程、下方に位置するように、傾斜角度αで傾斜している（図２４参照）。従って、第２実
施形態に係る初期状態におけるレジスタ１によれば、送風開口２６から送風される空調空
気の風向を、下方側に調整することができる。
【００９１】
（第２実施形態に係るレジスタのシャット状態）
　続いて、第２実施形態に係るレジスタ１のシャット状態における送風態様について、図
２５、図２６を参照しつつ詳細に説明する。尚、レジスタ１のシャット状態とは、シャッ
ター部５４によって送風開口２６全体が閉鎖されている状態を意味する。そして、図２５
は、第２実施形態に係る２つのレジスタ１のシャット状態を示す水平断面図であり、図２
６は、第２実施形態に係るレジスタ１のシャット状態を示す鉛直断面図である。
【００９２】
　図２５、図２６に示すように、シャット状態におけるレジスタ１においては、シャッタ
ー部５４が、送風開口２６の全域を閉塞する為、空調装置によって調節された空調空気が
送風開口２６から送風されることはない。従って、第２実施形態に係るレジスタ１によれ
ば、フィンユニット５０の回動操作を行うことによって、送風開口２６からの空調空気の
送風を遮断することができ、搭乗者Ｐが望む状況を創出することができる。又、第２実施
形態においては、車室右側用のレジスタ１と、車室左側用のレジスタ１を配設しているの
で、車室右側に着座した搭乗者Ｐと車室左側に着座した搭乗者Ｐの夫々の要望に、適宜対
応することができる。
【００９３】
（第２実施形態に係るレジスタの第１回動状態における送風態様）
　次に、第２実施形態に係るレジスタ１の第１回動状態における送風態様について、図２
７を参照しつつ詳細に説明する。尚、第２実施形態に係るレジスタ１の第１回動状態とは
、初期状態からユニット回動方向Ｒへ４５°回動した状態を意味する。第２実施形態にお
けるユニット回動方向Ｒは、右側のレジスタ１に関しては、図２７における反時計回りを
意味し、左側のレジスタ１に関しては、図２７における時計回りを意味する。そして、図
２５は、第２実施形態に係る２つのレジスタ１の第１回動状態を示す水平断面図である。
【００９４】
　この場合、右側のレジスタ１においては、１枚の基準垂直フィン５２Ａと３枚の垂直フ
ィン５２が、送風開口２６の内側に位置しており、何れも、その外径側における端縁が基
準線Ｓに対して右側となる位置になるように配置されている。従って、第１回動状態にお
ける右側のレジスタ１によれば、水平方向（左右方向）に関して、送風開口２６の正面に
対して右寄りであって、初期状態（図２３参照）よりも右寄りに、空調空気の風向及び送
風範囲Ｂを調整することができる。
【００９５】
　この時、左側のレジスタ１においても、１枚の基準垂直フィン５２Ａと３枚の垂直フィ
ン５２が、送風開口２６の内側に位置しており、その外径側における端縁が基準線Ｓに対
して左側となる位置になるように配置されている。従って、第１回動状態における左側の
レジスタ１によれば、水平方向（左右方向）に関して、送風開口２６の正面に対して左寄
りであって、初期状態（図２３参照）よりも左寄りに、空調空気の風向及び送風範囲Ｂを
調整することができる。
【００９６】
　尚、第１回動状態における右側及び左側のレジスタ１の何れにおいても、送風開口２６
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内部に位置する各円環フィン５１は、径方向外側（即ち、レジスタ１の前方側）に向かう
程、下方に位置するような傾斜角度αで傾斜しているが、初期状態（図２４参照）と比較
すると水平に近い姿勢である。従って、第１回動状態におけるレジスタ１によれば、送風
開口２６から送風される空調空気の風向を、水平方向に対して下方側であって、初期状態
における風向よりもやや上方に調整できる。
【００９７】
（第２実施形態に係るレジスタの第２回動状態における送風態様）
　続いて、第２実施形態に係るレジスタ１の第２回動状態における送風態様について、図
２８を参照しつつ詳細に説明する。尚、第２実施形態に係るレジスタ１の第２回動状態と
は、初期状態からユニット回動方向Ｒへ１８０°回動した状態を意味する。そして、図２
８は、第２実施形態に係る２つのレジスタ１の第２回動状態を示す水平断面図である。
【００９８】
　この場合、右側のレジスタ１においては、２枚の基準垂直フィン５２Ａがレジスタ１の
後側に位置しており、送風開口２６の内部には、３枚の垂直フィン５２が位置している。
この時、送風開口２６の中央部分を基準として右側に位置する垂直フィン５２と、左側に
位置する二枚の垂直フィン５２は、円環フィン５１の径方向外側に向かうにつれて、互い
に接近するように配置されている。従って、第２回動状態におけるレジスタ１によれば、
空調空気の風向を、水平方向（左右方向）に関して、送風開口２６の正面に向かうように
調整することができ、もって、水平方向（左右方向）に係る送風範囲を、送風開口２６の
正面に集中させることができる。
【００９９】
　又、送風開口２６の中央部分を基準として右側において、送風開口２６の一部は、シャ
ッター部５４によって閉塞されている。従って、第２回動状態に係る右側のレジスタ１に
よれば、送風開口２６から吹き出される空調空気を、送風開口２６の正面に集中的に送風
することができ、送風範囲Ｂを狭めることができる。
【０１００】
　この時、第２回動状態に係る左側のレジスタ１においても、送風開口２６の内部には、
３枚の垂直フィン５２が位置している。この時、送風開口２６の中央部分を基準として左
側に位置する垂直フィン５２と、右側に位置する二枚の垂直フィン５２は、円環フィン５
１の径方向外側に向かうにつれて、互いに接近するように配置されている。従って、第２
回動状態におけるレジスタ１によれば、空調空気の風向及び送風範囲Ｂを、送風開口２６
の正面に集中させることができる。
【０１０１】
　そして、送風開口２６の中央部分を基準として左側において、送風開口２６の一部は、
シャッター部５４によって閉塞されている。従って、第２回動状態に係る左側のレジスタ
１によれば、送風開口２６から吹き出される空調空気を、送風開口２６の正面に集中的に
送風することができ、送風範囲Ｂを狭めることができる。
【０１０２】
　尚、第２実施形態に係るレジスタ１によれば、シャッター部５４を有するフィンユニッ
ト５０の回動操作を行うことで、送風開口２６の全体に対して、シャッター部５４が占め
る割合を調整することができ、もって、送風開口２６から送風される空調空気の流量を調
整することができる。
【０１０３】
　以上説明したように、第２実施形態に係るレジスタ１は、第１実施形態と同様に、リテ
ーナ１０と、フィンユニット５０とを有しており、リテーナ１０のダクト接続部３１に接
続された送風ダクトＤからの空調空気を、送風開口２６から吹き出し得る。当該レジスタ
１において、フィンユニット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２と
を有しており、リテーナ１０内部において、回動軸５３を中心として回動可能に配設され
ている。
【０１０４】
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　そして、第２実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の円環フィン５１は、
前記回動軸５３上を中心とする円環状の平板によって構成され、上下方向に間隔を隔てて
配置されており、上下方向に関する円環フィン５１における平板の傾斜角度αが当該円環
フィン５１の周方向における位置に応じて異なるように形成されている。図２３～図２８
に示すように、当該レジスタ１によれば、回動軸５３を中心として、フィンユニット５０
を回転させることで、送風開口２６の内部において、上下方向に関する円環フィン５１の
傾斜角度αを所望の状態に調整することができ、送風開口２６から吹き出される空調空気
の風向を、上下方向に関して所望の向きに調整することができる。
【０１０５】
　又、第２実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の垂直フィン５２は、前記
上下方向に沿って直線状に伸びる平板状に形成され、円環フィン５１における周方向に所
定間隔を隔てて配置されている。そして、各垂直フィン５２は、当該垂直フィン５２にお
ける内径側の端縁と回動中心Ｃとを結んだ基準線Ｓに対して、当該垂直フィン５２の平板
が交差する交差角度βが前記円環フィン５１における周方向の位置に応じて異なるように
形成されている。従って、当該レジスタ１によれば、回動軸５３を中心として、フィンユ
ニット５０を回転させることで、送風開口２６の内部に位置する垂直フィン５２の交差角
度βを所望の状態に調整することができ、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向
を、水平方向（左右方向）に関して所望の向きに調整することができる。
【０１０６】
　そして、図２３～図２８に示すように、第２実施形態に係るレジスタにおいて、フィン
ユニット５０は、全体として、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２とによっ
て略円筒形状を為すように構成されており、回動軸５３を中心として回動可能に配設され
ている。従って、当該レジスタ１は、送風ダクトＤの延長線上に位置することになり、そ
の配設スペースを抑えることができる。又、当該レジスタ１によれば、フィンユニット５
０を小型化したとしても、空調空気の風向の調整機能を十分に確保することができる為、
レジスタ１の小型化にも対応することができる。
【０１０７】
　又、第２実施形態に係るレジスタ１において、前記フィンユニット５０は、シャッター
部５４を有しており、当該シャッター部５４は、当該フィンユニット５０の外周部の一部
に配設され、前記レジスタ１の側壁部における送風開口２６を閉塞可能に構成されている
。従って、当該レジスタ１によれば、回動軸５３を中心として、フィンユニット５０を回
動させることで、送風開口２６の内部に対して、シャッター部５４が占める領域の大きさ
を調整することができる。即ち、送風開口２６から空調空気が吹き出される部分の大きさ
を調整することができる為、当該レジスタ１は、送風開口２６から吹き出される空調空気
の流量及び範囲を、所望の量に調整でき、更に、シャッター部５４によって、送風開口２
６から吹き出される空調空気の流れを遮断することができる。
【０１０８】
　そして、第２実施形態に係るレジスタ１においても、前記フィンユニット５０の下端部
には、円環状の回動操作部５５が形成されている為、回動操作部５５を介して、フィンユ
ニット５０の回動操作を行うことができ、もって、リテーナ１０内部におけるフィンユニ
ット５０を、より確実に所望の態様にすることができる。即ち、第２実施形態に係るレジ
スタ１によれば、回動操作部５５を介して、フィンユニット５０の回動操作を行うことに
よって、送風開口２６からの空調空気の風向、流量及び送風範囲Ｂを、確実に所望の方向
に調整することができる。
【０１０９】
（第３実施形態）
　続いて、上述した第１実施形態、第２実施形態と異なる実施形態（第３実施形態）に係
るレジスタ１の概略構成について、図面を参照しつつ詳細に説明する。尚、第３実施形態
に係るレジスタ１は、フィンユニット５０の構成を除き、上述した第１実施形態に係るレ
ジスタ１と同様の構成を有している。従って、以下の説明においては、第１実施形態と同
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様の構成についての説明を省略し、相違する構成について詳細に説明する。
【０１１０】
（第３実施形態に係るレジスタの概略構成）
　第３実施形態に係るレジスタ１は、第１実施形態と同様に、空調空気が送風される送風
ダクトＤに接続され、当該送風ダクトＤからの空調空気を吹き出し可能な送風開口２６を
有するリテーナ１０の内部に、フィンユニット５０を回動可能に収容して構成されている
（図２９参照）。そして、当該レジスタ１は、リテーナ１０内部において、フィンユニッ
ト５０を回動させることによって、前記送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を
調整し得る。
【０１１１】
　第３施形態に係るリテーナ１０は、収容部材２０と、接続部材３０とにより構成されて
いる。第３実施形態に係る収容部材２０及び接続部材３０の構成は、第１実施形態と同様
であるので、その説明を省略する。
【０１１２】
（第３実施形態に係るフィンユニットの概略構成）
　第３実施形態に係るフィンユニット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィ
ン５２とにより略円筒形状を為しており、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向
を調整可能に構成されている。
【０１１３】
　図３０～図３３に示すように、第３実施形態に係るフィンユニット５０は、複数の円環
フィン５１と、複数の垂直フィン５２と、回動軸５３と、回動操作部５５と、突起５６と
を有している。尚、第３実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の円環フィン
５１と、回動軸５３と、回動操作部５５と、突起５６の構成は、上述した第１実施形態と
同様の構成である為、これらの構成に関する詳細な説明は省略する。
【０１１４】
　第３実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の垂直フィン５２は、フィンユ
ニット５０の周方向（即ち、円環フィン５１の周方向）に沿って、所定の間隔を隔てて配
置されており、上下方向に沿って直線状に伸びる平板状に形成されている。又、第３実施
形態においては、フィンユニット５０は、２０枚の垂直フィン５２を有している。
【０１１５】
　そして、第３実施形態に係るフィンユニット５０において、各垂直フィン５２は、その
平板表面が基準線Ｓに沿って、回動中心Ｃを中心とする放射状に配置されている（図３０
～図３４参照）。従って、第３実施形態に係るレジスタ１においては、送風開口２６から
吹き出される空調空気の風向を、送風開口２６を基準として、左右方向にバランス良く拡
がるように調整することができる。
【０１１６】
（第３実施形態に係るレジスタによる風向調整）
　次に、第３実施形態に係るレジスタ１の風向調整について、図３４～図３６を参照しつ
つ詳細に説明する。又、図３４は、第３実施形態に係るレジスタ１の正面図である。そし
て、図３５は、図３４におけるＩ－Ｉ断面に基づくレジスタ１の水平断面図であり、図３
６は、図３４におけるＩＩ－ＩＩ断面に基づくレジスタ１の鉛直断面図である。
【０１１７】
　第３実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の円環フィン５１は、第１実施
形態と同様に、その前方部分における内径側の端縁を上方へ引き上げ、後方部分における
内径側の端縁を下方に引き下げたように捩れている。これにより、回動軸５３の軸方向（
即ち、上下方向）に直交する水平方向に対して、各円環フィン５１の平板が為す傾斜角度
αは、円環フィン５１の周方向における位置に応じて相違する。
【０１１８】
　図３０～図３２に示すように、当該円環フィン５１の前方部分においては、平板部分が
径方向外側に向かう程、下方に位置するように、大きく傾斜しており、円環フィン５１の
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左右両側に向かうにつれて、平板部分の傾斜角度αが小さくなるように連続的に変化して
いる。そして、円環フィン５１の左右両側においては、平板部分は、略水平をなしており
、円環フィン５１の後方部分に向かうにつれて、平板部分が径方向外側に向かう程、上方
に位置するように傾斜している。円環フィン５１の左右両側部分から後方部分に向かうに
つれて、平板部分の傾斜角度αが大きくなるように連続的に変化していき、円環フィン５
１の後方部分においては、平板部分が径方向外側に向かう程、上方に位置するように、大
きく傾斜している。
【０１１９】
　従って、図３５、図３６に示すように、第３実施形態に係るレジスタ１は、送風開口２
６内に位置する複数の円環フィン５１の部分を変更することで、送風開口２６を水平方向
に横断する円環フィン５１の傾斜角度αを連続的に変化させることができ、もって、送風
開口２６を基準とした上下方向に関して、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向
を、所望の風向に調整し得る。
【０１２０】
　以上説明したように、第３実施形態に係るレジスタ１は、第１実施形態と同様に、リテ
ーナ１０と、フィンユニット５０とを有しており、リテーナ１０のダクト接続部３１に接
続された送風ダクトＤからの空調空気を、送風開口２６から吹き出し得る。当該レジスタ
１において、フィンユニット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２と
を有しており、リテーナ１０内部において、回動軸５３を中心として回動可能に配設され
ている。
【０１２１】
　そして、第３実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の円環フィン５１は、
前記回動軸５３上を中心とする円環状の平板によって構成され、上下方向に間隔を隔てて
配置されており、上下方向に関する円環フィン５１における平板の傾斜角度αが当該円環
フィン５１の周方向における位置に応じて異なるように形成されている（図２９～図３３
参照）。従って、当該レジスタ１によれば、回動軸５３を中心として、フィンユニット５
０を回転させることで、送風開口２６の内部において、上下方向に関する円環フィン５１
の傾斜角度αを所望の状態に調整することができ（図３５、図３６等参照）、送風開口２
６から吹き出される空調空気の風向を、上下方向に関して所望の向きに調整することがで
きる。
【０１２２】
　更に、第３実施形態に係るレジスタにおいて、フィンユニット５０は、全体として、複
数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２とによって略円筒形状を為すように構成さ
れており、回動軸５３を中心として回動可能に配設されている。従って、当該レジスタ１
は、送風ダクトＤの延長線上に位置することになり、その配設スペースを抑えることがで
きる。又、当該レジスタ１によれば、フィンユニット５０を小型化したとしても、空調空
気の風向の調整機能を十分に確保することができる為、レジスタ１の小型化にも対応する
ことができる。
【０１２３】
　又、第３実施形態に係るレジスタ１において、前記フィンユニット５０の下端部には、
円環状の回動操作部５５が形成されている為、回動操作部５５を介して、フィンユニット
５０の回動操作を行うことができ、もって、リテーナ１０内部におけるフィンユニット５
０を、より確実に所望の態様にすることができる。即ち、第３実施形態に係るレジスタ１
によれば、回動操作部５５を介して、フィンユニット５０の回動操作を行うことによって
、送風開口２６からの空調空気の風向を、上下方向に所望の状態に調整することができる
。
【０１２４】
（第４実施形態）
　続いて、上述した第１実施形態～第３実施形態と異なる実施形態（第４実施形態）に係
るレジスタ１の概略構成について、図面を参照しつつ詳細に説明する。尚、第４実施形態



(22) JP 2017-193235 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

に係るレジスタ１は、フィンユニット５０の構成を除き、上述した第１実施形態、第３実
施形態に係るレジスタ１と同様の構成を有している。従って、以下の説明においては、第
１実施形態～第３実施形態と同様の構成についての説明を省略し、相違する構成について
詳細に説明する。
【０１２５】
（第４実施形態に係るレジスタの概略構成）
　第４実施形態に係るレジスタ１は、第１実施形態と同様に、空調空気が送風される送風
ダクトＤに接続され、当該送風ダクトＤからの空調空気を吹き出し可能な送風開口２６を
有するリテーナ１０の内部に、フィンユニット５０を回動可能に収容して構成されている
（図３７参照）。そして、当該レジスタ１は、リテーナ１０内部において、フィンユニッ
ト５０を回動させることによって、前記送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を
調整し得る。
【０１２６】
　第４施形態に係るリテーナ１０は、収容部材２０と、接続部材３０とにより構成されて
いる。第４実施形態に係る収容部材２０及び接続部材３０の構成は、第１実施形態と同様
であるので、その説明を省略する。
【０１２７】
（第４実施形態に係るフィンユニットの概略構成）
　第４実施形態に係るフィンユニット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィ
ン５２とにより略円筒形状を為しており、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向
を調整可能に構成されている。
【０１２８】
　図３８～図４１に示すように、第４実施形態に係るフィンユニット５０は、複数の円環
フィン５１と、複数の垂直フィン５２と、回動軸５３と、回動操作部５５と、突起５６と
を有している。尚、第４実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の垂直フィン
５２と、回動軸５３と、回動操作部５５と、突起５６の構成は、上述した第１実施形態と
同様の構成である為、これらの構成に関する詳細な説明は省略する。
【０１２９】
　第４実施形態に係るフィンユニット５０においては、複数（例えば、４枚）の円環フィ
ン５１が、上下方向に所定間隔を隔てて列設されている。各円環フィン５１は、所定の厚
みを有する平板によって、上述した収容部材２０の内径よりもやや小さな径の円環を為す
ように形成されている。各円環フィン５１は、その内径側の端縁から外径側の端縁へ向か
って、水平方向に伸びるように形成されている。即ち、図４３に示すように第４実施形態
に係るフィンユニット５０において、各円環フィン５１の平板が為す傾斜角度αは、円環
フィン５１の周方向におけるどの位置においても、０°を示す。
【０１３０】
（第４実施形態に係るレジスタによる風向調整）
　続いて、第４実施形態に係るレジスタ１の風向調整について、図４２、図４３を参照し
つつ詳細に説明する。又、図４２は、第４実施形態に係るレジスタ１の水平断面図（図３
７におけるＩ－Ｉ断面に基づく水平断面図）であり、図４３は、第４実施形態に係るレジ
スタ１の鉛直断面図（図３７におけるＩＩ－ＩＩ断面に基づく鉛直断面図）である。
【０１３１】
　第４実施形態に係るフィンユニット５０において、複数の垂直フィン５２は、第１実施
形態と同様に、各基準線Ｓに対して、当該垂直フィン５２の平板が交差角度βをもって交
差するように配置されている（図４２参照）。各垂直フィン５２における交差角度βは、
円環フィン５１における周方向の位置に応じて相違するように構成されている。そして、
第４実施形態に係るフィンユニット５０においても、各垂直フィン５２は、円環フィン５
１の前方側に位置する基準垂直フィン５２Ａから、円環フィン５１の後方側に位置する程
、より円環フィン５１の周方向に近づくように傾斜している。
【０１３２】
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　そして、第４実施形態に係るフィンユニット５０の左側部分において、各垂直フィン５
２は、基準線Ｓよりも所定方向側（図４２における反時計回り側）となる位置に、当該垂
直フィン５２の外径側における端縁が位置するような交差角度βを為すように配置されて
いる。従って、この部分が送風開口２６内に位置する場合、送風開口２６から吹き出され
る空調空気の風向を、送風開口２６を基準として、左側寄りの所望の風向に調整すること
ができる。
【０１３３】
　又、第４実施形態に係るフィンユニット５０の右側部分では、各垂直フィン５２は、基
準線Ｓに対して、上述した所定方向とは逆方向側（図４２における時計回り側）となる位
置に、当該垂直フィン５２の外径側における端縁が位置するような交差角度βを為すよう
に配置されている。従って、フィンユニット５０の右側部分が送風開口２６内に位置する
場合、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を、送風開口２６を基準として、右
側寄りの所望の風向に調整することができる。
【０１３４】
　従って、第４実施形態に係るレジスタ１は、送風開口２６内に位置する複数の垂直フィ
ン５２の部分を変更することで、送風開口２６の内部に位置する複数の垂直フィン５２の
構成を変更することができ、もって、送風開口２６を基準とした左右方向に関して、送風
開口２６から吹き出される空調空気の風向を、所望の風向に調整し得る。
【０１３５】
　以上説明したように、第４実施形態に係るレジスタ１は、第１実施形態と同様に、リテ
ーナ１０と、フィンユニット５０とを有しており、リテーナ１０のダクト接続部３１に接
続された送風ダクトＤからの空調空気を、送風開口２６から吹き出し得る。当該レジスタ
１において、フィンユニット５０は、複数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２と
を有しており、リテーナ１０内部において、回動軸５３を中心として回動可能に配設され
ている。
【０１３６】
　図３８～図４２に示すように、第４実施形態に係るフィンユニット５０において、複数
の垂直フィン５２は、前記上下方向に沿って直線状に伸びる平板状に形成され、円環フィ
ン５１における周方向に所定間隔を隔てて配置されている。そして、各垂直フィン５２は
、基準線Ｓに対して、当該垂直フィン５２の平板が交差する交差角度βが前記円環フィン
５１における周方向の位置に応じて異なるように形成されている。従って、当該レジスタ
１によれば、回動軸５３を中心として、フィンユニット５０を回転させることで、送風開
口２６の内部に位置する垂直フィン５２の交差角度βを所望の状態に調整することができ
、送風開口２６から吹き出される空調空気の風向を、水平方向（左右方向）に関して所望
の向きに調整することができる。
【０１３７】
　更に、第４実施形態に係るレジスタにおいて、フィンユニット５０は、全体として、複
数の円環フィン５１と、複数の垂直フィン５２とによって略円筒形状を為すように構成さ
れており、回動軸５３を中心として回動可能に配設されている。従って、当該レジスタ１
は、送風ダクトＤの延長線上に位置することになり、その配設スペースを抑えることがで
きる。又、当該レジスタ１によれば、フィンユニット５０を小型化したとしても、空調空
気の風向の調整機能を十分に確保することができる為、レジスタ１の小型化にも対応する
ことができる。
【０１３８】
　又、第４実施形態に係るレジスタ１において、前記フィンユニット５０の下端部には、
円環状の回動操作部５５が形成されている為、回動操作部５５を介して、フィンユニット
５０の回動操作を行うことができ、もって、リテーナ１０内部におけるフィンユニット５
０を、より確実に所望の態様にすることができる。即ち、第４実施形態に係るレジスタ１
によれば、回動操作部５５を介して、フィンユニット５０の回動操作を行うことによって
、送風開口２６からの空調空気の風向を、左右方向に所望の状態に調整することができる
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【０１３９】
　尚、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲内で種々の改良、変形が可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【０１４０】
　　　　１　　レジスタ
　　　　１０　リテーナ
　　　　２０　収容部材
　　　　２１　対向壁部
　　　　２５　側壁部
　　　　２６　送風開口
　　　　３０　接続部材
　　　　３１　ダクト接続部
　　　　５０　フィンユニット
　　　　５１　円環フィン
　　　　５２　垂直フィン
　　　　５３　回動軸
　　　　５４　シャッター部
　　　　５５　回動操作部
　　　　Ｃ　　回動中心
　　　　Ｄ　　送風ダクト
　　　　Ｓ　　基準線
　　　　α　　傾斜角度
　　　　β　　交差角度
【図１】 【図２】
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